
 
 
 

2008年 5月 30日 
各  位 

会 社 名  イ オ ン デ ィ ラ イ ト 株 式 会 社 
代表者名 代表取締役社長 堤  唯見 
（コード番号 9787 東証・大証 第一部） 
問合せ先 ﾃﾞｨﾗｲﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部長 指江 正敏 

（TEL：06－6260－5632） 
 

親会社等に関する事項について 
 

１． 親会社の商号等（2008年 2月 29日現在） 

親会社等 属性 親会社等の議決権

所有割合（％） 
親会社等が発行する株券が 
上場されている証券取引所等 

イオン株式会社 親会社 60.1％ 
（58.6％） 

株式会社東京証券取引所 
市場第一部 

株式会社マイカル 〃 58.6％ ― 
（注）親会社等の議決権所有割合欄の（ ）内は、被間接所有割合の内数です。 
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２． 親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付け 
当社は、上記記載のとおり親会社であるイオン株式会社（以下「イオン」という）

を中心としたイオングループに属しております。イオングループは、ショッピング

センターを中核とする事業戦略を推進しています。ショッピングセンターを開発、

運営するディベロッパー事業、核店舗となる総合スーパー事業やスーパーマーケッ

ト事業、モールを形成する専門店事業、ショッピングセンターのメンテナンスを担

うサービス事業など、ショッピングセンターを基点として、グループシナジーを最

大化することを追求しています。 
また、イオングループはショッピングセンターを、物販・サービス機能に留まら

ず、地域社会になくてはならないコミュニティセンターとして進化させることを目

指しています。 
当社は、『お客さまの「環境価値」を創造し続けます。』という経営理念のもと、

ビルメンテナンスを中心としたお客さまの資産価値の維持・向上だけでなく、お客

さまに喜んで過ごしていただけるような環境を創ることを目指して、事業運営を行

っております。日常の事業運営にあたっては、独自の経営判断に基づき遂行しつつ、

事業運営における重要な問題については、イオンとの協議、もしくはイオンへの報

告を行っております。イオンならびにイオングループとは、相互に自主・独立性を

充分に尊重しつつ綿密な連携を保ちながら、持続的な成長、発展、業績の向上に努

めております。 
なお、当社取締役１５名、監査役５名のうち、３名が親会社等で兼務をしており

ます。また、親会社等から１２名出向者を受け入れております。 
 
 
 
 
 
 



2 

（役員の兼務状況）                   （2008年 2月 29日現在） 
役職 氏名 親会社等又は 

そのグループ企業の役職 就任理由 

代表取締役社長 古谷 寛 
イオン株式会社 
サービス事業 EC議長 
株式会社ツヴァイ 取締役 

グループのサービス

事業との連携を強化

するため 

監査役 西松 正人 

イオン株式会社 
常務執行役グループ財経担当 
イオンモール株式会社 監査役 
イオン商品調達株式会社 監査役 

経営の透明性を高め

るため 

監査役 人見 信男 
イオン株式会社 特別顧問 
イオンクレジットサービス株式会社

監査役 

経営の透明性を高め

るため 

 
（出向者の受入状況）                  （2008年 2月 29日現在） 

部署名 人数 出向元の親会社等又は 
そのグループ企業名 出向受入理由 

事業開発部 1名 イオン株式会社 業務体制を強化するため 
財務部 1名 イオン株式会社 業務体制を強化するため 
人事部 1名 イオン株式会社 業務体制を強化するため 

グループ営業推進部 1名 イオン株式会社 業務体制を強化するため 
ﾊﾞｯｸｵﾌｨｽｻﾎﾟｰﾄ部 1名 イオン株式会社 業務体制を強化するため 
中部支社 1名 イオン株式会社 業務体制を強化するため 
関東支社 1名 イオン株式会社 業務体制を強化するため 
関東支社 1名 イオン九州株式会社 業務体制を強化するため 
九州支社 4名 イオン九州株式会社 業務体制を強化するため 

 
３． 親会社との取引に関する事項 

2008年 2月期決算短信（2008年 4月 7日発表）34ページ記載の「関連当事者
との取引」をご参照ください。 

 
以  上 


